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3
月
13
日
（
日
）
に
キ
ハ
40
形
５
３
５
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
ひ
と
足
早

く
“
北
条
鉄
道
に
キ
ハ
を
呼
ん
だ
男
”
運
転
士
の
坂
江
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

坂

江

運

転

士

の

キハの全てを皆さんに

お伝えします
!!

ワ
ン
マ
ン
改
造
さ
れ
て
お
り

空
気
ば
ね
台
車
を
採
用

北
条
鉄
道
仕
様
に
改
造

　

一
昨
年
９
月
に
、
法
華
口
駅
に
て
行

き
違
い
交
差
設
備
が
完
成
し
た
こ
と
で
、

列
車
を
増
発
。
保
有
し
て
い
る
フ
ラ
ワ

２
０
０
０
形
３
両
だ
け
で
は
、
ト
ラ
ブ

ル
発
生
時
に
車
両
が
不
足
す
る
こ
と
か

ら
、
車
両
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

導
入
条
件
は
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

中
で
も
、
維
持
費
を
抑
え
る
た
め
、
検

査
期
限
が
８
年
の
全
般
検
査
期
限
（
エ

ン
ジ
ン
、
台
車
、
車
輪
な
ど
車
両
の
主

要
部
分
を
取
り
外
し
て
総
合
的
に
調
べ

る
最
も
大
が
か
り
な
検
査
）
が
残
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ワ
ン
マ
ン
で
、

燃
費
を
良
く
し
効
率
よ
く
運
転
す
る
た

め
に
、
エ
ン
ジ
ン
が
直
噴
化
に
改
造
済

み
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　
一
般
形
な
の
に
、
空
気
ば
ね
台
車
を

採
用
し
た
の
は
、
寒
冷
地
帯
で
は
金
属

　
ば
ね
に
雪
が
入
り
込
ん
で
、
乗
り
心
地

を
低
下
す
る
の
を
防
ぐ
仕
様
に
な
っ
て

い
る
の
に
目
を
付
け
、
条
件
に
入
れ
ま

し
た
。
特
急
列
車
並
み
の
乗
り
心
地
だ

そ
う
で
す
。

　

全
国
の
鉄
道
車
両
の
中
に
は
、
当
初

の
役
割
を
終
え
、
譲
渡
後
、
見
違
え
る

ほ
ど
変
身
し
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
北
条
鉄
道
は
多
く
は
そ
の
ま
ま

残
し
、
一
部
北
条
鉄
道
に
適
し
た
仕
様

に
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
自
動
列
車
停
止
装
置
を
東

日
本
の
Ａ
Ｔ
Ｓ-

Ｐ
ｓ
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｓ-

Ｓ
Ｗ
形
に
換
装
し
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
車
上
子
の

配
置
を
当
線
区
に
適
合
し
た
位
置
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

次
に
ト
イ
レ
で
す
。
キ
ハ
40
形

５
３
５
は
、
元
々
ト
イ
レ
が
付
い
て
い

ま
す
が
、
北
条
鉄
道
は
汚
水
処
理
施
設

が
な
い
の
で
、
床
下
便
所
汚
物
タ
ン
ク

の
撤
去
、
便
所
と
水
回
り
の
使
用
を
停

止
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
通
常
は
荷
棚

に
設
置
し
て
あ
る
運
転
状
況
記
録
装
置

を
使
用
し
な
い
ト
イ
レ
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
珍
し
い
そ
う
で
す
。

　

他
に
は
、
運
賃
表
示
器
の
液
晶
パ
ネ

ル
化
と
自
動
放
送
の
四
カ
国
語
化
、
駅

ホ
ー
ム
に
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
車
外
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
の
新
設

（
J
Ｒ
西
日
本
の
車
両
に
は
付
い
て
い
ま

せ
ん
）、
室
内
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
で
す
。

キ
ハ
40
形
５
３
５　

　
　

徹
底
ガ
イ
ド

同
じ
乗
る
な
ら

知
ら
な
き
ゃ
損
々

♪

外 観
まずは

車 内
おどろきの

♪

車体塗色

レベリングヒーター

空気ばねの高さを一定に保つ

ため、自動高さ調整弁がこの

中に入っている。外気温が低

下すれば圧縮空気中の水分が

凍り、弁が固着しばねが効か

なくなるので、箱で覆いヒー

ターで加熱してそれを防止し

ています。

五能線カラーで、秋田クリームと紺碧の日本海を

思わせる秋田ブルーをまといます。

5枚あり、上段が所有

者を示す北条鉄道、2

段目が前所有者の JR

東日本、3段目が製作

時の新潟鉄工所、4，5

段目が改良時の土崎工

場と履歴を表します。

銘板

寒地形の台車で、コイルの軸ばねはゴムで覆い、

また暖地形では枕ばねもコイルばねであるところ

を空気ばねとし、雪が詰まってばねが効かなくな

ることを防止している。そのために乗り心地は一

般的なキハ40を超える乗り心地です。

台車

前面下部のスカートの下に装

着され、軌道に積もった雪を

左右に押しのけます。

スノープロウ

液晶表示に一新。4カ国語（日・英・中・

韓）で表示します。

運賃表示器

ＪＲ東日本秋田支社管内の当時の路線

図がそのまま残ります。

路線図

車体長は20.8mと現行より約3m

長い。機関予熱器も装備されてお

り、客室の温まりも早い。

車内

速度計やブレーキ圧力計、車両状態をパイロット

ランプに表示。自動空気ブレーキで、ハンドルを「運

転・保ち・抜き取り・重なり・常用ブレーキ・非

常ブレーキ」の６つの位置で扱うため技術が必要。

運転席

事故発生前後の速度や時刻、ブレー

キ状態、燃料指令他を記録する装置。

旧トイレ内に設置してあります。

運転状況記録装置

噴霧コート

新型コロナウイ

ルス感染症対

策。抗ウイルス

剤を車内全体に

噴霧し消毒して

います。

列車の運行を制御（自動的

に減速、停止等）するため、

車両下部に設置された装

置。線路内に設置された地

上子と情報の送受信を行い

ます。

車
しゃじょうし

上子の結線作業

広い車内で快適走行。路線

図もそのままなので、東北

気分を味わえます (^^)/

寒地ならではの外装と青・白

のカラーリング。残された銘

板もレアで見どころです。

【特集】　ようこそキハ 40


